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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

 

 本研究はプロダクション・コード撤廃直後（ 1960 年代末〜 70 年代頃）のアメリカ映画

を対象とし、画面上の身体イメージを個別具体的に分析することで、画面上の身体とい

うものの特異な在り方を解明する試みである。 とりわけ、同時期を対象とする従来の議

論では軽視されてきた俳優演出や演技の問題をも踏まえつつ、主にリチャード・フライ

シャー監督作品（『絞殺魔』および『 10 番街の殺人』）における画面上の身体の特異な在

り方を明らかにした。同時に、テクストの分析にあたって、画面上の身体を原理的に規

定している諸要素についての理論的検討もおこなった。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

〔 プロダクション・コード         〕 〔   アメリカ映画 〕 〔   画面上の身体 〕 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

  

 本研究の大きな目的は、現実にある身体ではなく、舞台上にある身体でもなく、映画において画面上に映しだされ

る身体とはどのような存在なのだろうか、という問いを明らかにすることである。映画における画面上の身体の存在

論的な問題にかんしては、19世紀末に映画が誕生して以来、様々な議論がなされてきた。たとえばヴァルター・ベン

ヤミンやスタンリー・カヴェルのテクストは、画面上の身体の在り方を周囲の諸物体との関係において問題にしたも

のだと言える[注1]。しかし、画面上の身体は、俳優のイメージや役柄の像、およびキャラクターとしての機能、ある

いは個々のショットにおけるフレーミングやモンタージュ、俳優演出や演技など、より多様で複雑な要素によって規

定される存在であるはずだ。 

 そこで私は、1960年代末のプロダクション・コード撤廃の渦中におけるアメリカ映画に着目した。コード修正、撤

廃という動きのなか、アメリカ映画においては、以前抑制されていた性的・暴力的身体イメージが次々と可視化され

ていったという歴史がある。だが、あくまでこれらの身体イメージは、性や暴力という一般的な表象の問題として扱

われてきた傾向があり、上記のような多角的な観点からの議論が手薄であった。そこで私はまず、リチャード・フラ

イシャー監督の『絞殺魔』(The Boston Strangler, 1968 年) を対象に、性的・暴力的イメージの可視化にとどまら

ない新たな視点を提示することを試みた。というのも、後述するように、この作品におけるデサルヴォという存在に

は、先行研究では指摘されていない、画面上の身体としての特異な在り方を見いだせるからだ。 

 この作品についての研究を進めていくうちに、徐々に視覚的な身体イメージと音（声）との分裂的な関係への関心

が高まっていった。トーキー映画において画面上の身体は、視覚的な身体イメージと声とが結びつくことで有機的な

統一体を保っているとされるが[注2]、そのような身体はあくまで構築されたものにすぎず、むしろ潜在的に分裂する

危うさを孕んでいるのではないか。そこで、さらなる探究として、画面上の身体にとっての生命とは何か、という問

いを切り口に、声から逃れていくような存在としての呼吸音に着目し、具体的なテクスト分析を通じて、視覚的な身

体イメージと声の関係について考察していった。以下、上記2つの研究についての概略と成果を記す。 
 
[注1] ヴァルター・ベンヤミン「複製技術時代の芸術作品」久保哲司訳、浅井健二郎編訳『ベンヤミン・コレクション①近代の意味』ちくま学芸文庫、1995

年、604-11頁。および、スタンリー・カヴェル『眼に映る世界——映画の存在論についての考察』石原陽一郎訳、法政大学出版局、2012年、70頁。 
[注2] メアリ・アン・ドーンは、映画においてはトーキーとともに出現した声によって「幻想的身体」が再構築され、「有機的に統一された」身体が表象さ
れるようになり、「台詞を特定の個人に帰する」ことができるようになったと指摘する。メアリ・アン・ドーン「映画における声––––身体と空間の分節」松

田英男訳、岩本憲児・武田潔・斉藤綾子編『「新」映画理論集成②––––知覚／表象／読解』フィルムアート社、1999年、312-3頁。 
 

 

【『絞殺魔』におけるカーティス／デサルヴォの身体にかんする研究】 

 

 この研究では『絞殺魔』に登場する、トニー・カーティス演じるアルバート・デサルヴォという存在に着目し、こ

れまでの研究では指摘されてこなかった、画面上の身体としての在り方の特異性を指摘した。1962 年から1964 年に

かけて実際にボストンで発生した連続強姦殺人事件を描いたノンフィクション小説[注 2]を原作とするこの映画にお

いて、実在する容疑者と同姓同名のデサルヴォは、捜査の果てに、11人の女性を殺害した容疑をかけられ逮捕されて

しまう。だが医師の診断によれば、彼は2つの人格に「分裂」しており、犯罪を行ったのは第2の人格であって、通

常時の彼（第1の人格）には犯行当時の記憶がないという。精神病的な観点からこの作品を論じた先行研究[注3]は、

デサルヴォが〈第2の人格が真犯人である分裂した存在〉であることを前提にしている。 

 しかし、デサルヴォという存在には、それを前提としていては理解できない部分があるのだ。そこでこの研究では、

それを前提とはせず、画面上の身体の問題としてデサルヴォという存在を扱い、その在り方の特異性を検証した。そ

のための手掛かりとして、スティーヴン・ヒースによる、物語映画における「人々の存在[the presence of people]」

の分類、すなわち「人物[person]」、「イメージ[image]」、「像[figure]」、「動作主[agent]」、「キャラクター[character]」

を仮設的枠組みとして用いつつ、テクスト内外の諸要素を多角的な観点から分析し、それぞれの項目にはうまく収ま

らないデサルヴォの在り方の特異性を明らかにした[注4]。 

 まず、テクスト外部におけるカーティスのスター・イメージ、およびメディア言説におけるデサルヴォ像との関連

により、デサルヴォという存在が「イメージ[image]」や「像[figure]」の項目から逸脱していることを示した。そ

のうえで、テクスト内部の具体的な分析を通じて「動作主[agent]」と「キャラクター[character]」の項目を検証し、

デサルヴォがこれらの項目にも収まらないことを示した。その過程で、この映画が、不可視の体制、可視化の暴力、

別の不可視の領域という3 つの段階をたどっていく身体を描いていることが明らかになった。3つの段階は以下のよ

うにたどられる。まず前半部において、犯行の動作主は不可視のままにとどめられ、画面上に全身を現さずに匿名性

を維持している。後半部に入ると、デサルヴォこそが絞殺魔であると観客に信じさせるプロセスによって、不可視で

あったはずの犯行の動作主はデサルヴォの身体と同一視されていく。(→) 



※ ホームページ等で公表します。（様式２－２）  

立 教 Ｓ Ｆ Ｒ － 院 生 － 報 告  

研究成果の概要 つ づ き  

 

(→)だが、そのプロセス自体の綻びは、デサルヴォの犯行現場の識別不可能性、さらに〈声〉の身体化の不可能性

として、テクスト内にあらかじめ埋め込まれてもいたのだ[注5]。つまりデサルヴォは、不可視の動作主ではありえ

ず、絞殺魔というキャラクターであるともいえない。にもかかわらず、彼はボトムリー（ヘンリー・フォンダ）の

尋問によって、声をイメージに従わせることで、一連の犯行を担う個別化した主体として仕立て上げられる。そこ

には可視化の暴力のメカニズムが働いている。そして、尋問の末にデサルヴォは、匿名的な不可視の身体とは異な

る、別の不可視の領域に至る。デサルヴォは、可視的な身体に徹することによって、不可視のものを身振りにおい

て引き受けるのである。その身体は、この3つの段階をたどったのちに、最終的にスクリーンそのものの特性であ

る〈白の存在〉を示すにまで至る。ここにおいて、この無名の身体は、画面上の身体という存在を規定する原理を

も示していることが明らかになった。 

 上記の内容については、日本映像学会第 43 回大会で発表したものを論文化し、『映像学』第99 号に掲載された。 
 
[注3] ジェロルド・フランク『絞殺––––ボストンを襲った狂気』大庭忠男訳、ハヤカワ文庫、1979年。(Gerold Frank, The Boston Strangler (New York: New American Library, 1966). ) 
[注4] たとえば、Vivian C. Sobchack, “No Lies: Direct Cinema as Rape,” Journal of the University Film Association 29, no.4 (Fall 1977): 

14. 
[注5] Stephen Heath, “Body, Voice,” in Questions of Cinema (London: Macmillan, 1981), 178-84. 
[注6] 〈声〉の身体化の不可能性については、おもにミシェル・シオンの議論を参照した。Michel Chion, The Voice in Cinema, trans. Claudia Gorbman 

(New York: Columbia UP, 1999), 140. 

 

 

【『10番街の殺人』を中心とする画面上の身体の呼吸にかんする研究】 

 

 この研究では、数々の映画作品において命を落としてしまう役を演じてきた俳優ジョン・ハートの身体イメージ

に着目し、画面上の身体にとって生命とは何かという問いへのアプローチを試みた。まず80年代半ばまでの出演作

を分析し、重力と戯れるかのようなその独特の身体性を指摘しつつ、『エイリアン』に表れている呼吸器系の問題へ

の言及を皮切りに、彼の演じてきた役柄における呼吸の主題を浮かびあがらせた。では、画面上の身体にとって呼

吸とはなんだろうか。そこで着目したのが、呼吸の音である。そもそもトーキー映画において、画面上の身体は映

像（視覚的な身体イメージ）と音（声）に分裂している存在であり、それらを繋ぎとめているのはリップシンクで

ある。ミシェル・シオンによれば、その統合によって声は身体の「死すべき運命」にしたがうことになる[注7] 。だ

が、そうした声の身体イメージへの帰属の仕方とは異なり、呼吸音は身体イメージに曖昧にしか帰属せず、身体を

「暗示」するだけだ[注 8] 。したがって、呼吸音に着目することで、「死すべき運命」とは異なる画面上の身体の在

り方に迫ることができるのではないか[注9]。この仮説を検証するため、ハート初期の代表作といえるリチャード・

フライシャー監督『10番街の殺人』(10 Rillington Place, 1971年)に表れている独特の呼吸音の分析をおこなっ

た。 

 撮影地イギリスの録音技術を駆使した繊細な音声[注10]が特徴的な本作には、呼吸の主題が明確に表れている。ガ

スやロープを用いて女性たちの息を奪ってしまうジョン・クリスティ（リチャード・アッテンボロー）は、その息

混じりの喋り方によって、呼吸を自らの身体に強く結びつけた存在として描かれる。一方、被害者ベリル（ジュデ

ィ・ギーソン）やティモシー・エヴァンズ（ジョン・ハート）のアフレコによる呼吸音は、あくまで身体の「暗示」

にとどまるものとして示される。妻の遺体を階下に運ぶシーンでは、息混じりに喋るクリスティに帰属する呼吸音

が聞こえるのと同時に、エヴァンズに明確に帰属しない不気味な呼吸音が響いている。どの身体にも帰属しない音

として彷徨うこの呼吸音は、「死すべき運命」をもつ有機的な身体を統合しようとする声から逃れていくノイズのよ

うなものである。この分析によって、有機的に統合された画面上の身体からすり抜けてしまうような呼吸音の在り

方が明らかになった。 

 この研究については、日本映像学会 2017年度第２回（通算第17回）映像テクスト分析研究会で発表した。 
 
[注7] Michel Chion, The Voice in Cinema, trans. Claudia Gorbman (New York: Columbia UP, 1999), 25-6. 

[注8] Chion, 53. 

[注9] 『スターウォーズ』（1977年）におけるダース・ベイダーの呼吸音が画面上の身体イメージに帰属することを明瞭に示すことでその「死すべき運

命」を強調している点について、画面上の身体にとっての呼吸という問題を論じた以下の著作を参照した。Davina Quinlivan, The Place of Breath in 

Cinema (Edinburgh: Edinburgh UP, 2012), 6. 

[注10] 1960年代から70年代初頭にかけてのイギリスにおける録音技術の特異性については、以下のジェイ・ベックによる研究を参照した。Jay Beck, 

Designing Sound: Audiovisual Aesthetics in 1970s American Cinema (New Brunswick, NJ: Rutgers UP, 2016), 16. 
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